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出国・帰国教育相談 

  

Q6： 帰国することが決まりましたので、日本の高等学校に編入学したいのですが。 

 

A6： 海外帰国生徒の編入学については、保護者の転勤というやむを得ない事情によるも   

のが多いことから、その受け入れを促進すべきであるとの観点で昭和 63年度に学校

教育法施行規則の一部改正が行われ、第 1学年の途中も含めて、学年を通じ、随時、

編入学を行うことができるようになりました。これを受けて、本県公立高等学校にお

いては、平成元年度から海外帰国生徒の編入学を実施しています。その主な内容は以

下のとおりです。 

（愛知県 教育委員会事務局 高等学校教育課のホームページより抜粋） 

〇 出願資格 

(1) 相当年齢に達し、当該学年に在学する者と同等以上の学力があると認められる

者。 

(2) 日本の中学校を卒業しているか、又は外国における正規の教育機関の 9年目以

上の課程を修了していること。 

(3) 原則として、継続して 1年以上海外に在住していたこと。 

(4) (3)の在住期間中、外国における正規の教育機関で学んでいたこと。 

(5) 帰国後 1年以内であること。 

(6) 保護者もしくは保護者に代わる身元引受人とともに愛知県内に在住しているこ

と。 

〇 編入学を認める時期 

各学年において、4月 1日から翌年 1月 8日までの期間です。 

〇 編入学考査 

志願のあった学校で随時実施します。  

編入学考査の科目等については、各学校が定めます。 

〇 出願に要する書類等 

(1)  継続して 1年以上海外に在住していたことを証明する書類（適宜の書式。保護

者の所属長等の証明書又はこれに代わるもので、在住期間を示したもの等。） 

(2)  海外の学校が発行する成績・単位修得証明書又はそれに準じるもの 

(3)  本人及び保護者が海外に在住したまま出願する場合は、帰国に関する申立書 

(4)  本人のみ帰国する場合は、保護者に代わる者の身元引受承諾書 

(5) 高等学校教育課が発行する編入学出願届受理証明書 

(6) 編入学願 

 

 


